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         10－6”α（M1μ，σ）！（M lろ，μ，σ）＝





                    w            109工（ろ，μ，σ）＝Σ109！（M｛1ろ，μ，σ）






                        K                g1（広）＝109ろθ、（左）＝Σα冶凡（オ）
                        尾二1                        K （2．1）                 92（〃）＝μθ、（左）  ：Σろ尾Fゐ（6）
                        庄＝1
                        κ                9。（彦）＝1o9σθ、（広）＝Σc。凡（広）
                        尾三1
ここでは等間隔節点で分けられた3次3一スプライン（例えば，井上（1985）参照）を考える．
すると，その係数パラメータ
          θ＝（θ1，θ2，θ3）＝（01，．．．，αK；ろ1，．．．，ろK；01，．．．，0K）
に対応する対数尤度は
               w          1・9工（θ）＝Σ！・9∫（仏1ろ1。（才・），μ1。（才1），σ1、（C1））
               ｛＝1
と書ける．さて，何らかの方法で検出率関数の成分μ（C）とσ（広）が分かったとすると100力％の
検出率を期待できるマグニチュードの関数は



















                         3 （3．2）               Q（θI m1，．．．，〃6）＝109工（θ）一Σ］ の5（θゴI m2ゴ＿1，m25）
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（3．7）  AB1C＝（一2）max1og外2×（n㎜berofhyperparameters），
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図4、 浦河沖データの推定関数．
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